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『
太
平
記
』
巻
三
の
構
成
と
方
法

(
注
-
)

『
太
平
記
』
巻
二
に
於
て
〟
虚
像
″
化
し
て
し
ま
っ
た
と
さ
え
見
ら
れ
た
後

醍
醐
天
皇
は
'
大
塔
宵
の
指
示
に
従
う
形
で
京
都
を
脱
出
し
南
部
へ
逃
れ
た
｡

こ
れ
は
聖
尋
僧
正
の
い
る
東
大
寺
東
南
院
を
臨
幸
の
場
所
に
予
定
し
て
の
脱
出

行
で
あ
っ
た
.
し
か
し
'
同
じ
東
大
寺
で
も
西
室
の
顕
実
僧
正
は
｢
関
東
ノ
1

族
,
二
ア
'
権
勢
ノ
門
主
タ
ル
問
'
皆
共
成
ニ
ヤ
恐
レ
タ
-
ケ
ン
'
輿
カ
ス
ル
衆

徒
モ
無
｣
か
っ
た
た
め
'
こ
こ
を
断
念
L
t
翌
日
｢
和
束
ノ
鷲
峯
山
｣
に
入
る
｡

と
こ
ろ
が
｢
此
ハ
余
リ
ニ
山
深
ク
里
遠
シ
テ
'
何
事
ノ
計
署
モ
叶
マ
ジ
キ
虞
｣

で
あ
っ
た
の
で
'
翌
二
十
七
日
(
元
弘
元
年
八
月
)
｢
笠
置
ノ
石
室
へ
臨
幸
｣
と

変
更
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡

｢
和
束
ノ
鷲
峯
山
｣
と
い
う
の
は
'
役
小
角
が
草
創
し
泰
澄
が
再
建
し
た
山

岳
道
場
の
金
胎
寺
を
指
す
と
考
え
て
よ
く
又
'
｢
笠
置
ノ
石
室
｣
は
'
大
友
皇

谷

　

　

垣

　

　

伊

　

太

　

雄

(
注
2
)

子
が
弥
勤
石
仏
を
刻
む
目
印
に
蘭
笠
を
置
い
た
と
の
伝
承
を
も
ち
'
良
弁
僧
正

(
注
3
)

や
日
蔵
上
人
ら
の
関
与
を
も
伝
え
る
修
験
道
の
霊
場
･
笠
置
山
の
笠
置
寺
と
考

え
て
よ
い
｡
す
な
わ
ち
'
阿
新
の
危
地
を
救
う
場
面
で
も
見
ら
れ
た
が
'
や
が

て
語
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
熊
野
･
吉
野
を
含
め
て
'
後
醍
醐
天
皇
方
が
依
拠
す

る
も
の
と
し
て
の
修
験
山
伏
の
存
在
･
勢
力
を
無
視
で
き
な
い
事
を
暗
示
す
る

脱
出
劇
で
は
あ
っ
た
｡

(
注
4
)

こ
う
し
て
始
ま
る
巻
三
の
章
立
て
は
次
の
通
-
で
あ
る
｡

二
主
上
御
夢
事
付
楠
事

二
'
笠
置
軍
事
付
陶
山
中
見
山
夜
討
事

三
'
主
上
御
扱
落
笠
置
事

四
'
赤
坂
城
軍
事

五
'
横
山
四
郎
入
道
自
害
事
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二

第
一
章
は
'
元
弘
元
年
(
二
二
三
一
)
八
月
二
十
七
日
'
後
醍
醐
天
皇
が
笠

へ
注
5
)

置
に
臨
幸
し
本
堂
を
皇
居
と
定
め
た
と
い
う
'
巻
二
･
第
七
草
を
受
け
た
記
述

で
始
ま
る
｡
｢
始
一
両
日
ノ
程
ハ
武
威
二
恐
レ
テ
'
参
り
仕
ル
人
濁
モ
無
-
ケ

ル
｣
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
が
'
｢
叡
山
東
坂
本
ノ
合
戦
ニ
'
六
波
羅
勢
打
負
ヌ

上
聞
へ
｣
た
事
で
'
｢
嘗
寺
ノ
衆
徒
ヲ
始
テ
'
近
国
ノ
兵
共
此
彼
ヨ
-
馳
参
ル
｣

と
'
好
転
す
る
｡
た
だ
'
そ
の
実
態
と
し
て
は
'
｢
名
ア
ル
武
士
｣
も
'
｢
手
勢

百
騎
ト
モ
二
百
騎
ト
モ
'
打
セ
タ
ル
大
名
｣
も
'
一
人
も
参
集
し
な
い
も
の
で

あ
っ
た
｡
そ
の
た
め
｢
此
勢
許
ニ
テ
ハ
､
皇
居
ノ
警
固
如
何
有
ベ
カ
ラ
ン
｣
と

危
供
し
た
後
醍
醐
天
皇
が
｢
少
シ
御
マ
ド
ロ
-
有
ケ
ル
御
夢
｣
に
よ
っ
て
楠
木

正
成
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
｡
そ
の
夢
の
中
に
現
れ
た
二
人
の
童
子
は
'
｢
一

天
下
ノ
間
二
㌧
暫
モ
御
身
ヲ
可
レ
被
レ
隠
所
ナ
シ
｣
と
し
た
上
で
｢
但
シ
ア
ノ
樹

ノ
陰
二
両
へ
向
へ
ル
座
席
ア
-
.
是
御
馬
二
設
タ
ル
玉
哀
ニ
テ
侯
へ
バ
'
暫
ク

此
二
御
座
候
へ
｣
と
告
げ
た
｡
決
し
て
楽
観
的
な
夢
告
げ
で
は
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
'
後
醍
醐
天
皇
は
｢
是
ハ
天
ノ
朕
二
告
ル
所
ノ
夢
也
卜
愚
食
テ
'
文
字
二

付
テ
御
料
簡
ア
ル
ニ
｣
と
'
ま
ず
自
分
自
身
で
夢
解
き
を
す
る
｡
｢
木
二
南
卜
書

タ
ル
ハ
楠
卜
云
字
也
｡
其
陰
二
南
二
向
フ
テ
坐
セ
ヨ
ト
'
二
人
ノ
童
子
ノ
教
へ

ツ
ル
ハ
'
朕
再
ビ
南
面
ノ
徳
ヲ
治
テ
'
天
下
ノ
士
ヲ
朝
セ
シ
メ
ン
ズ
ル
虞
ヲ
'

日
光
月
光
ノ
被
レ
示
ケ
ル
ヨ
｣
と
'
｢
自
ラ
御
夢
ヲ
被
レ
合
テ
'
暦
数
コ
ソ
被
二
忠

食
]
ケ
レ
｣
と
あ
る
よ
う
に
'
自
ら
1
つ
の
解
釈
を
L
t
そ
の
確
認
の
た
め
に
'

夜
が
明
け
て
か
ら
'
成
就
房
律
師
を
呼
ん
で
　
｢
若
此
連
二
楠
卜
被
レ
云
武
士
ヤ

有
｣
と
尋
ね
る
｡
こ
こ
で
'
｢
楠
｣
が
ま
だ
何
者
と
も
わ
か
ら
ぬ
段
階
で
'
｢
武

士
｣
と
断
定
し
て
い
る
事
は
'
｢
名
ア
ル
武
士
｣
｢
大
名
｣
と
い
う
条
件
に
合
わ

せ
て
の
夢
解
き
で
あ
る
と
と
も
に
'
強
力
な
武
力
に
よ
っ
て
し
か
窮
地
を
脱
す

る
事
が
で
き
な
い
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
を
'
天
皇
自
身
も
認
識
し
て
い

る
と
い
う
設
定
と
な
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
｡
巻
二
で
は
'
大
塔
宮
の
指
示
の

ま
ま
に
行
動
す
る
し
か
な
か
っ
た
後
醍
醐
天
皇
で
あ
っ
た
が
'
京
都
を
離
れ
'

弥
勤
信
仰
の
霊
場
と
し
て
胎
内
-
ぐ
-
の
行
場
を
も
持
つ
笠
置
山
に
来
る
事
に

ょ
っ
て
'
漸
-
意
志
的
行
動
を
持
っ
た
〟
実
像
″
と
し
て
蘇
生
を
果
た
し
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

天
皇
の
質
問
に
対
し
て
'
成
就
房
は
｢
近
キ
傍
-
ニ
'
左
様
ノ
名
字
付
タ
ル

者
ア
-
ト
モ
'
未
二
承
及
一
侯
｣
と
し
た
上
で
｢
河
内
囲
金
剛
山
ノ
西
ニ
コ
ソ
'

楠
多
門
兵
衛
正
成
ト
テ
'
弓
矢
取
テ
名
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
侯
ナ
レ
｣
と
個
人
名
を

出
し
'
正
成
が
｢
敏
達
天
王
四
代
ノ
孫
'
井
手
左
大
臣
橘
諸
兄
公
ノ
後
胤
｣
で

あ
る
こ
と
'
｢
其
母
君
カ
-
シ
時
'
志
貴
ノ
良
沙
門
二
百
日
詣
テ
'
夢
想
ヲ
感

ジ
テ
設
タ
ル
子
｣
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
｡
大
軍
の
援
助
を
期
待
で
き
な
い

後
醍
醐
天
皇
を
支
え
て
'
幕
府
方
の
圧
倒
的
な
数
の
多
き
と
対
抗
で
き
る
存
在

と
し
て
'
そ
の
超
人
性
こ
そ
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
説
明
で
あ
る
｡

｢
弓
矢
取
ル
身
ノ
面
目
'
何
事
力
走
二
過
ン
｣
と
｢
是
非
ノ
思
案
ニ
モ
不
レ
及
'

先
忍
デ
｣
　
笠
置
に
駆
け
つ
け
た
正
成
は
'
｢
東
夷
近
日
ノ
大
逆
｣
に
つ
い
て
は

｢
天
課
ヲ
被
レ
致
ニ
'
何
ノ
子
細
力
侯
ベ
キ
｣
と
述
べ
'
｢
天
下
草
創
ノ
功
ハ
'

武
略
卜
智
諜
ト
ノ
二
二
テ
候
｣
と
語
り
'
｢
合
戦
ノ
習
ニ
テ
侯
へ
バ
'
1
日
フ
勝

負
ヲ
バ
必
シ
モ
不
レ
可
レ
被
二
御
覧
1
｡
正
成
1
人
未
ダ
生
テ
有
卜
被
二
聞
召
1
侯
ハ

ゞ
'
聖
遅
速
二
可
レ
被
レ
閲
卜
被
二
思
食
1
侯
へ
｣
と
｢
頼
シ
ゲ
ニ
｣
述
べ
て
河
内

へ
帰
っ
て
行
-
｡
神
の
申
し
子
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
正
成
の
'
天
皇
支
援
の
方
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策
が
｢
武
略
卜
智
謀
｣
と
い
う
形
で
呈
示
さ
れ
る
も
の
の
'
そ
の
実
践
に
つ
い

て
は
措
か
れ
ず
'
正
成
自
身
が
笠
置
合
戦
に
出
陣
す
る
わ
け
で
も
な
い
｡

三

第
二
章
は
六
波
羅
方
に
目
を
転
じ
る
｡
｢
主
上
笠
置
二
御
坐
有
テ
'
近
国
ノ

官
軍
付
随
奉
ル
由
｣
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
六
波
羅
方
は
'
即
座
に
十
万
余

騎
を
集
結
さ
せ
た
｡
と
こ
ろ
が
｢
明
日
二
日
巳
刻
二
押
寄
テ
'
矢
合
可
レ
有
卜

定
メ
タ
リ
ケ
ル
其
前
ノ
日
｣
つ
ま
-
九
月
1
日
に
抜
懸
け
を
狙
っ
た
高
橋
又
四

郎
が
失
態
を
演
じ
る
｡

高
橋
が
｢
濁
り
高
名
二
備
へ
ン
ト
ヤ
思
ケ
ン
｣
一
族
三
百
余
騎
で
攻
め
寄
せ

た
の
に
対
し
'
｢
城
二
寵
ル
所
ノ
官
軍
｣
の
方
は
　
｢
サ
マ
デ
大
勢
ナ
ラ
ズ
ト
云

へ
ド
モ
'
勇
気
未
レ
怠
'
天
下
ノ
機
ヲ
呑
デ
'
回
天
ノ
カ
ヲ
出
サ
ン
ト
愚
へ
ル

者
共
｣
三
千
余
騎
が
高
橋
勢
を
圧
倒
す
る
｡
木
津
川
に
追
い
落
と
さ
れ
た
り
'

武
具
を
捨
て
て
素
裸
で
京
都
へ
逃
げ
の
ぼ
っ
た
高
橋
勢
に
つ
い
て
は
'
｢
見
苦

シ
カ
-
シ
有
様
也
｣
　
と
措
か
れ
'
｢
是
ヲ
悪
シ
ト
愚
フ
者
ヤ
シ
タ
-
ケ
ン
｣
と

し
て
'
平
等
院
の
橋
詰
に
立
て
ら
れ
た
落
首
の
事
も
付
記
さ
れ
る
｡
更
に
｢
高

橋
ガ
抜
懸
ヲ
聞
テ
'
引
バ
入
替
テ
高
名
セ
ン
ト
'
跡
二
糖
｣
い
た
も
の
の
'
や

は
り
敗
走
し
て
し
ま
っ
た
小
早
河
に
つ
い
て
も
'
｢
又
札
ヲ
立
副
｣
　
ら
れ
た
と

し
て
落
首
を
紹
介
し
て
い
る
｡

六
波
羅
軍
の
方
は
'
山
門
の
動
き
も
警
戒
し
て
大
津
方
面
を
守
備
さ
せ
る
と

い
う
素
早
い
対
応
を
見
せ
な
が
ら
'
局
地
的
合
戦
に
於
て
は
'
｢
高
名
｣
　
を
狙

っ
た
高
橋
･
小
早
河
ら
の
た
め
に
'
緒
戦
で
の
敗
北
を
喫
し
て
し
ま
っ
た
｡
こ

の
敗
北
に
よ
っ
て
'
六
波
羅
方
は
'
天
皇
方
に
｢
国
々
ノ
勢
馳
参
-
テ
'
難
儀

ナ
ル
事
モ
コ
ソ
ア
レ
'
時
日
ヲ
不
レ
可
レ
移
｣
と
'
九
月
二
日
'
七
万
五
千
余
騎

(
注
6
)

の
大
軍
で
笠
置
山
を
包
囲
す
る
｡

三
百
余
騎
の
高
橋
勢
を
三
千
余
騎
で
敗
走
さ
せ
た
官
軍
も
'
九
月
三
日
'
七

万
五
千
騎
の
大
軍
に
攻
め
ら
れ
て
は
動
き
よ
う
が
な
い
｡
そ
し
て
'
こ
こ
で
初

め
て
笠
置
城
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
る
｡
｢
彼
笠
置
ノ
城
卜
申
ハ
'
山
高
シ
テ
一

片
ノ
白
雲
峯
ヲ
理
も
谷
深
シ
テ
高
位
ノ
育
岩
路
ヲ
遮
ル
｡
撃
折
ナ
ル
道
ヲ
廻

テ
揚
ル
事
十
八
町
､
岩
ヲ
切
テ
堀
ト
シ
石
ヲ
塵
デ
厨
ト
セ
-
｡
サ
レ
バ
縦
ヒ
防

ギ
戟
フ
者
無
ト
モ
'
酎
ク
登
ル
事
ヲ
得
難
シ
｡
｣
こ
の
描
写
は
外
側
か
ら
の
視

線
で
捉
え
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
'
六
波
羅
軍
の
視
点
で
の
記
述
で
は
な
い
｡

そ
の
た
め
'
必
ず
し
も
大
軍
だ
か
ら
と
言
う
事
で
落
城
さ
せ
や
す
い
も
の
で
は

な
い
事
が
暗
示
さ
れ
る
｡

鳴
-
を
静
め
る
城
中
に
対
し
て
｢
敵
ハ
ヤ
落
タ
-
ト
心
得
テ
｣
　
-
　
つ
ま
り

誤
算
を
し
て
'
七
万
五
千
余
騎
は
二
王
堂
の
辺
ま
で
攻
め
寄
せ
る
｡
と
こ
ろ
が
'

官
軍
は
｢
錦
ノ
御
旗
二
日
月
ヲ
金
銀
ニ
テ
打
テ
着
タ
ル
ガ
'
白
日
二
耀
テ
光
り

痩
-
タ
ル
其
陰
ニ
'
透
間
モ
ナ
ク
鎧
ブ
タ
ル
武
者
三
千
余
人
｣
が
｢
甲
ノ
星
ヲ

耀
シ
'
鎧
ノ
袖
ヲ
連
テ
､
雲
霞
ノ
如
ク
ニ
並
居
｣
て
'
方
々
に
待
機
す
る
｢
射

手
卜
覚
シ
キ
者
共
｣
が
｢
弓
ノ
弦
ク
ヒ
シ
メ
シ
'
矢
束
解
テ
押
甘
'
中
差
二
鼻

池
引
テ
待
懸
｣
て
お
り
､
｢
其
勢
決
然
ト
シ
テ
'
敢
テ
可
レ
攻
様
ゾ
ナ
キ
｣
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
｡

動
け
な
-
な
っ
た
六
波
羅
軍
の
前
に
'
ま
ず
足
助
次
郎
重
範
が
現
れ
'
荒
尾

九
郎
を
射
殺
し
'
更
に
そ
の
弟
の
弥
五
郎
を
も
｢
胡
籍
ヨ
リ
金
磁
頭
ヲ
一
ツ
抜

出
シ
'
鼻
油
引
テ
｣
十
二
束
三
伏
ノ
矢
で
射
殺
し
て
し
ま
う
｡
こ
の
重
範
の
活

躍
を
き
っ
か
け
と
し
て
本
格
的
な
合
戦
と
な
-
'
次
の
場
面
で
は
｢
本
性
房
ト
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云
大
力
ノ
禅
僧
｣
が
｢
尋
常
ノ
人
ノ
百
人
シ
テ
モ
動
シ
難
キ
大
磐
石
ヲ
,
軽
々

卜
脇
二
挟
-
'
鞠
ノ
勢
こ
引
欽
々
々
'
二
三
十
ツ
ゞ
ケ
打
ニ
｣
投
げ
,
寄
手
に

多
数
の
死
傷
者
を
出
さ
せ
た
｡

そ
の
た
め
｢
寄
手
雲
霞
ノ
如
シ
ト
イ
へ
ド
モ
,
城
ヲ
攻
ン
ト
云
軍
人
モ
ナ

シ
｡
只
城
ノ
四
方
囲
メ
テ
遠
攻
ニ
コ
ソ
シ
タ
-
ケ
レ
｣
と
い
う
状
態
と
な
る
｡

官
軍
に
と
っ
て
は
三
千
余
騎
で
-
｢
雲
霞
ノ
如
ク
ニ
並
居
タ
リ
｣
と
肯
定
的
に

記
さ
れ
た
表
現
が
,
六
波
羅
軍
に
は
｢
雲
霞
ノ
如
シ
ト
イ
へ
ド
モ
｣
と
,
数
の

多
き
を
プ
ラ
ス
の
方
へ
転
じ
る
事
が
で
き
ぬ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
｡

こ
の
｢
遠
攻
｣
が
六
波
羅
方
の
意
識
的
な
持
久
戦
で
あ
っ
た
場
合
に
は
,
官
軍

も
追
い
詰
め
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
,
こ
の
場
面
で
は
,
そ
う
で
は
な
か
っ

た
｡
む
し
ろ
'
十
一
日
に
河
内
よ
-
の
早
馬
に
よ
る
楠
木
正
成
の
挙
兵
,
十
三

日
に
備
後
よ
り
の
早
馬
に
よ
る
桜
山
四
郎
入
道
の
挙
兵
と
,
六
波
羅
方
に
と
っ

て
は
マ
イ
ナ
ス
の
情
報
が
続
け
様
に
届
い
た
た
め
,
｢
六
波
羅
ノ
北
方
駿
河
守
｣

は
｢
日
々
二
早
馬
ヲ
打
セ
テ
東
園
勢
｣
の
出
動
を
要
請
す
る
｡
数
で
は
官
軍
を

圧
倒
し
つ
つ
も
,
正
成
が
言
う
と
こ
ろ
の
｢
武
略
｣
(
足
助
重
範
と
本
性
房
)
の

た
め
に
攻
め
あ
ぐ
ね
て
い
た
六
波
羅
軍
で
あ
っ
た
｡
す
な
わ
ち
官
軍
優
勢
の
ま

ま
'
笠
置
合
戦
は
動
き
を
停
止
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
状

態
を
打
開
す
べ
く
動
い
た
東
国
勢
は
｢
二
十
寓
七
千
六
百
余
騎
｣
で
あ
っ
た
｡

と
こ
ろ
が
'
こ
の
大
軍
の
力
に
よ
っ
て
で
は
な
-
｢
備
中
囲
ノ
住
人
陶
山
藤

三
義
高
･
小
見
山
次
郎
某
｣
の
壷
の
決
死
の
活
動
に
よ
っ
て
,
笠
置
は
落
城

す
る
事
と
な
る
｡
陶
山
達
は
今
ま
で
の
敗
北
を
反
省
し
た
上
で
,
｢
日
本
国
ノ

武
士
共
ガ
琴
ア
'
数
日
攻
レ
ド
モ
落
シ
得
ヌ
此
城
ヲ
,
我
等
ガ
勢
許
こ
テ
攻
落

シ
タ
ラ
ン
ハ
'
名
ハ
古
今
ノ
間
こ
斐
ナ
ク
'
忠
ハ
商
人
ノ
上
二
可
レ
立
｣
と
し

て
'
五
十
余
人
の
豪
君
覚
で
｢
皆
干
二
言
生
テ
掃
ル
者
ア
ラ
ジ
ト
思
切
タ

ル
事
ナ
レ
バ
'
余
テ
ノ
死
二
出
立
こ
,
皆
曳
陀
羅
ヲ
書
テ
ゾ
付
タ
-
ケ
ル
｣
と

い
う
死
を
覚
悟
し
た
姿
で
､
激
し
い
雨
風
の
九
月
晦
日
の
夜
に
攻
め
入
る
｡
犀

風
の
よ
う
な
垂
直
の
岩
壁
に
行
き
当
た
っ
た
時
も
,
｢
陶
山
藤
三
｣
が
｢
岩
ノ

上
ヲ
サ
ラ
-
ト
走
上
テ
｣
,
用
意
し
た
熊
手
つ
き
の
差
縄
を
木
の
枝
に
か
け

｢
跡
ナ
ル
兵
共
｣
を
登
ら
せ
'
城
に
た
ど
-
つ
く
｡
皇
居
を
探
し
て
い
る
時
に

｢
夜
中
二
大
勢
ノ
足
音
シ
テ
,
潜
二
通
ハ
怪
キ
物
哉
,
誰
人
ゾ
｣
と
誰
何
さ
れ

る
が
'
｢
陶
山
吉
次
｣
が
す
ぐ
｢
是
ハ
大
和
勢
こ
テ
侯
ガ
,
今
夜
撃
高
風
烈

シ
ク
シ
テ
'
物
騒
ガ
シ
ク
侯
問
'
夜
討
ヤ
忍
入
侯
ハ
ン
ズ
ラ
ン
ト
存
侯
テ
,
夜

廻
仕
侯
也
｣
と
答
え
'
追
求
を
ま
ぬ
が
れ
る
｡
そ
の
後
は
｢
忍
タ
ル
健
モ
無
シ

テ
'
｢
面
々
ノ
御
陣
こ
'
御
周
心
侯
へ
｣
ト
高
ラ
カ
ニ
呼
ハ
ッ
テ
,
閑
々
ト
｣

本
堂
へ
上
-
'
皇
居
を
探
索
す
る
大
胆
な
態
度
さ
え
見
せ
る
｡
そ
し
て
遂
に
僧

坊
に
火
を
放
ち
'
四
方
の
寄
手
と
呼
応
す
る
形
で
官
軍
を
撹
乱
さ
せ
る
｡

｢
名
｣
と
｢
忠
｣
と
を
重
ん
じ
'
決
死
の
覚
悟
で
攻
め
込
み
,
あ
る
い
は
大

胆
に
'
あ
る
い
は
細
心
に
行
動
し
'
火
を
放
つ
前
に
も
｢
鎮
守
ノ
前
二
三
礼

ヲ
｣
す
る
陶
山
達
の
態
度
は
'
正
成
の
言
う
｢
武
略
卜
智
諜
｣
を
体
現
し
た
も

の
で
あ
り
う
そ
の
登
場
に
よ
る
戦
況
の
逆
転
も
十
分
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
ろ

>
つ
〇

一
万
㌧
今
ま
で
六
波
羅
軍
を
寄
せ
つ
け
な
か
っ
た
官
軍
の
方
が
｢
城
内
二
大

勢
攻
入
タ
リ
ト
心
得
テ
'
物
ノ
具
ヲ
脱
拾
弓
矢
ヲ
カ
ナ
ダ
-
棄
テ
,
ガ
ケ
堀
ト

モ
不
レ
謂
'
倒
レ
樽
ビ
テ
ゾ
落
行
ケ
ル
｣
と
い
う
周
章
ぶ
-
を
見
せ
て
し
ま
う
｡

浮
足
立
っ
て
し
ま
っ
た
官
軍
の
中
に
あ
っ
て
'
巻
言
措
か
れ
た
討
幕
計
画
に

も
｢
潜
二
仰
合
ラ
レ
テ
'
サ
-
ヌ
ベ
キ
兵
ヲ
召
ケ
ル
｣
時
か
ら
参
画
し
て
い
た
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錦
織
判
官
代
お
よ
び
そ
の
一
族
が
'
奮
戦
し
て
討
死
す
る
｡

四

第
三
章
は
'
笠
置
炎
上
の
中
を
脱
出
す
る
後
醍
醐
天
皇
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
当
て
る
形
で
'
｢
恭
モ
十
善
ノ
天
子
'
玉
髄
ヲ
田
夫
野
人
ノ
形
二
替
サ
セ
給

テ
'
ソ
コ
ト
モ
不
レ
知
迷
ヒ
出
サ
セ
玉
ケ
ル
'
御
有
様
コ
ソ
璃
猿
ケ
レ
｣
　
と
描

く
｡
｢
歩
銑
ナ
ル
健
二
テ
｣
｢
雨
風
烈
シ
ク
道
闇
シ
テ
'
散
ノ
時
ノ
撃
此
彼
二
聞

へ
｣
る
中
を
'
や
が
て
は
｢
御
手
ヲ
引
進
ス
ル
｣
の
が
｢
藤
房
･
季
房
二
人
｣

の
み
と
い
う
'
こ
の
脱
出
劇
は
'
天
皇
に
と
っ
て
の
大
き
な
受
難
で
あ
-
'
藤

房
と
の
和
歌
の
応
答
を
含
め
て
'
涙
を
誘
う
哀
切
な
口
調
で
語
ら
れ
て
は
い
る

が
'
前
述
し
た
ご
と
く
〟
実
像
″
と
な
っ
た
天
皇
は
'
決
し
て
涙
を
流
し
て
い

る
の
み
で
は
な
い
｡

実
際
'
山
城
国
住
人
深
須
入
道
･
松
井
蔵
人
の
二
人
に
発
見
さ
れ
た
折
も
'

後
醍
醐
天
皇
の
｢
誠
二
怖
シ
ゲ
ナ
ル
御
菊
色
｣
で
の
｢
汝
等
心
ア
ル
者
ナ
ラ
バ
'

天
恩
ヲ
戴
テ
私
ノ
柴
花
ヲ
期
セ
ヨ
｣
　
と
の
言
葉
に
よ
っ
て
'
｢
サ
シ
モ
ノ
深
須

入
道
｣
も
｢
俄
二
心
奨
ジ
テ
'
哀
此
君
ヲ
隠
奉
テ
'
義
兵
ヲ
揚
バ
ヤ
｣
と
思
っ

た
ほ
ど
で
あ
っ
た
｡
た
だ
'
深
須
入
道
は
松
井
蔵
人
の
同
意
が
得
ら
れ
る
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
事
も
あ
っ
て
応
諾
は
し
な
か
っ
た
｡
こ
の
場
面
に
つ
い
て
'

深
須
入
道
を
｢
歎
止
ケ
ル
コ
ソ
ウ
タ
テ
ケ
ル
｣
と
批
判
的
に
描
き
二
万
㌧
｢
張

輿
ノ
怪
ゲ
ナ
ル
｣
　
に
乗
せ
ら
れ
て
　
｢
南
都
ノ
内
山
｣
　
へ
移
送
さ
れ
た
天
皇
杏

｢
其
慣
只
殿
湯
夏
董
二
囚
レ
'
越
王
禽
稽
二
降
セ
シ
昔
ノ
夢
二
不
レ
異
｡
是
ヲ

聞
是
ヲ
見
ル
人
ゴ
ト
ニ
'
袖
ヲ
ヌ
ラ
サ
ズ
ト
云
事
無
リ
ケ
-
｣
と
同
情
的
に
措

き
'
更
に
'
ほ
ぼ
同
時
に
生
捕
-
と
な
っ
た
1
宮
ら
｢
都
合
六
十
一
人
｣
が
京

都
へ
護
送
さ
れ
た
様
子
を
｢
其
方
様
欺
卜
覚
タ
ル
男
女
街
二
立
並
テ
'
人
目
ヲ

モ
不
レ
慣
泣
悲
ム
'
洩
増
力
-
シ
分
野
也
｣
と
共
感
を
こ
め
て
描
い
て
い
る
｡

十
月
二
日
'
六
波
羅
(
北
)
探
題
常
葉
駿
河
守
範
貞
は
後
醍
醐
天
皇
を
宇
治

平
等
院
へ
移
送
｡
同
日
'
鎌
倉
か
ら
宇
治
へ
と
直
行
し
た
大
仏
貞
直
･
金
沢
貞

将
が
光
厳
天
皇
(
量
仁
親
王
)
　
へ
の
三
種
の
神
器
の
譲
渡
を
要
請
し
た
｡
と
こ

ろ
が
'
後
醍
醐
天
皇
は
'
そ
の
申
し
出
を
藤
房
を
通
じ
て
拒
否
す
る
｡
ま
ず

｢
三
種
神
器
ハ
'
自
レ
古
継
健
君
'
位
ヲ
天
二
受
ケ
サ
セ
給
フ
時
'
自
ラ
是
ヲ

授
奉
ル
者
也
｡
四
海
二
威
ヲ
振
フ
逆
臣
有
テ
'
暫
天
下
ヲ
掌
二
握
ル
者
ア
-
ト

云
共
'
末
此
三
種
ノ
重
器
ヲ
'
自
尊
シ
テ
新
帝
二
渡
シ
奉
ル
例
ヲ
不
レ
聞
'
｣
と

し
た
上
で
'
内
待
所
は
笠
置
に
捨
て
た
こ
と
'
神
垂
は
山
中
で
迷
っ
た
折
に
木

の
枝
に
懸
け
置
い
た
こ
と
'
宝
剣
は
武
士
が
我
が
身
に
近
付
い
た
ら
自
害
す
る

た
め
の
も
の
だ
か
ら
手
放
せ
な
い
こ
と
'
を
述
べ
た
た
め
'
二
人
の
東
使
も
範

貞
も
｢
言
バ
無
シ
テ
退
出
｣
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
｡

更
に
'
翌
日
｢
龍
駕
ヲ
廻
シ
テ
六
波
羅
へ
成
進
ラ
セ
｣
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
'

｢
前
々
臨
幸
ノ
儀
ナ
ラ
デ
ハ
還
幸
成
マ
ジ
キ
由
ヲ
'
強
テ
被
二
仰
出
こ
た
事
で
'

幕
府
方
も
｢
無
レ
カ
風
琴
ヲ
用
意
シ
'
裏
表
ヲ
調
進
シ
｣
た
た
め
'
｢
三
日
迄
平

等
院
二
御
逗
留
有
テ
｣
か
ら
漸
く
六
波
羅
入
り
が
実
現
し
た
｡

後
醍
醐
天
皇
の
囚
わ
れ
人
と
し
て
の
京
都
還
幸
に
つ
い
て
は
'
や
は
り
｢
見

ル
人
涙
ヲ
流
シ
'
聞
人
心
ヲ
傷
シ
ム
｣
と
同
情
的
に
描
き
'
以
下
｢
悲
乎
昨
日

ハ
紫
辰
北
極
ノ
高
二
坐
シ
テ
'
百
司
礼
儀
ノ
赦
ヲ
刷
ヒ
シ
ニ
'
今
ハ
白
屋
東
夷

ノ
卑
キ
ニ
下
ラ
セ
給
テ
'
高
卒
守
禦
ノ
密
シ
キ
ニ
御
心
ヲ
被
レ
悩
｡
時
移
事
去

薬
轟
テ
悲
釆
ル
｡
天
上
ノ
五
衰
人
間
ノ
一
炊
'
唯
夢
カ
ト
ノ
-
ゾ
覚
タ
ル
｣
と

対
句
的
表
現
に
よ
っ
て
慨
嘆
風
に
寂
し
'
続
け
て
'
｢
遠
カ
ラ
ヌ
雲
ノ
上
ノ
御
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住
居
｣
の
寂
参
感
を
中
宮
(
廉
子
)
と
の
和
歌
の
応
答
に
よ
っ
て
哀
切
な
形
で

描
-
｡
天
皇
か
ら
の
和
歌
の
中
に
は
｢
袖
ハ
ヌ
レ
ケ
-
｣
｢
涙
ユ
へ
竿
ノ
月
ハ

陰
ル
｣
　
(
後
者
は
中
宮
か
ら
の
和
歌
中
の
｢
排
ヒ
モ
ア
へ
ズ
カ
ゝ
ル
滑
ヲ
｣
に

対
し
て
)
等
の
表
現
が
見
ら
れ
る
も
の
の
､
後
醍
醐
天
皇
の
現
実
の
落
涙
等
が

描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡
つ
ま
-
'
こ
の
1
連
の
哀
調
を
込
め
た
叙
述

は
'
作
者
の
論
理
を
重
ね
合
わ
せ
た
｢
見
ル
人
｣
｢
聞
入
｣
と
い
う
視
点
か
ら

の
も
の
な
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
深
須
入
道
に
対
す
る
態
度
に
し
て
も
'
三
種
の
神
器
引
渡
し
を

め
ぐ
っ
て
の
姿
勢
を
見
て
も
'
〟
虚
像
″
か
ら
〟
実
像
″
　
へ
と
再
生
し
た
後
醍

醐
天
皇
は
'
切
迫
し
た
場
面
に
お
い
て
も
,
む
し
ろ
極
限
状
況
の
中
で
こ
そ
毅

然
と
し
て
'
そ
の
存
在
感
を
明
確
に
す
る
｡
特
に
,
三
種
の
神
器
の
引
渡
し
を

拒
絶
す
る
際
の
論
理
は
'
論
弁
そ
の
も
の
で
あ
-
な
が
ら
,
幕
府
方
を
威
嚇
す

る
も
の
で
あ
り
'
そ
の
た
め
'
京
都
還
幸
に
つ
い
て
も
'
幕
府
側
は
天
皇
の
主

張
す
る
条
件
を
聞
き
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
｡
現
実
に
は
,
十
月
八
日
に
,

逮
捕
者
達
の
身
柄
の
預
け
先
が
決
定
さ
れ
,
九
日
に
三
種
の
神
器
が
光
厳
天
皇

に
渡
さ
れ
'
十
三
日
に
光
厳
天
皇
が
即
位
の
た
め
長
講
堂
か
ら
内
裏
へ
入
る
,

と
い
う
よ
う
に
時
間
は
進
行
し
て
行
き
'
｢
前
帝
奉
公
ノ
万
様
｣
　
の
不
安
感
と

｢
嘗
今
拝
趨
ノ
人
々
｣
の
満
足
感
と
が
'
｢
窮
達
時
ヲ
替
栄
辱
道
ヲ
分
ツ
｣
と

対
照
的
に
描
か
れ
'
｢
今
二
始
メ
ヌ
憂
世
ナ
レ
ド
モ
,
殊
更
夢
卜
幻
ト
ヲ
分
乗

タ
レ
シ
ハ
此
時
也
｣
と
要
約
さ
れ
る
｡

か
っ
て
は
'
臣
下
達
の
犠
牲
(
処
刑
)
と
い
う
形
で
幕
府
の
追
求
を
逃
れ
る

事
の
で
き
た
後
醍
醐
天
皇
も
'
今
や
｢
前
帝
｣
と
し
て
｢
今
二
始
メ
ヌ
憂
世
｣

と
い
う
現
実
を
'
身
柄
拘
束
の
状
態
の
中
で
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ

ぅ
｡
し
か
L
t
　
や
が
て
巻
四
で
語
ら
れ
る
隠
岐
配
流
に
際
し
て
も
,
名
目
は

｢
先
帝
｣
と
な
り
な
が
ら
'
実
質
と
し
て
は
〟
虚
像
″
で
は
な
く
,
〝
実
像
〟

と
し
て
遷
幸
の
道
を
た
ど
る
後
醍
醐
天
皇
で
あ
る
事
が
,
こ
の
巻
三
の
段
階
で

は
確
認
で
き
る
と
言
え
よ
う
｡

五

第
四
章
で
は
'
後
醍
醐
天
皇
の
前
で
｢
武
略
卜
智
謀
｣
と
を
語
っ
た
楠
木
正

成
の
実
戦
が
描
か
れ
て
い
る
｡
た
だ
'
笠
置
が
落
城
し
｢
如
何
ニ
モ
シ
テ
,
夜

ノ
内
二
赤
坂
城
へ
ト
御
心
許
ヲ
被
レ
轟
｣
　
て
い
た
天
皇
達
を
救
い
出
す
事
は
し

な
か
っ
た
点
も
含
め
て
'
こ
の
赤
坂
城
の
合
戦
の
意
味
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
｡

六
波
羅
か
ら
の
要
請
に
よ
-
北
条
高
時
の
命
令
に
従
っ
て
上
京
し
た
東
国
勢

は
'
｢
未
近
江
図
へ
モ
入
ザ
ル
前
ニ
'
笠
置
ノ
城
己
二
落
ケ
レ
バ
,
無
念
ノ
事

二
思
テ
｣
'
楠
木
正
成
の
立
て
寵
る
赤
坂
城
へ
と
向
か
う
｡
そ
の
赤
坂
城
は
,

④
｢
俄
尋
引
覚
テ
ハ
カ
ム
U
-
シ
ク
堀
ヲ
モ
ホ
ラ
ズ
,
僅
二
犀
壷
塗

n

‖

-

ー

‖

‖

‖

柑

J

･

･

-

･

･

･

･

.

u

テ
'
方
二
面
ニ
ハ
過
叫
卜
覚
タ
ル
其
内
こ
'
僅
二
三
十
ガ
程
揖
斐
ベ
タ
リ
｣

(
傍
線
筆
者
'
以
下
同
じ
)
と
'
傍
線
部
分
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
,
マ
イ
ナ

ス
要
素
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
の
た
め
'
攻
撃
す
る
幕
府
方
か
ら
は
,
㊨

｢
定
ヲ
見
ル
人
毎
二
㌧
ア
ナ
哀
ノ
敵
ノ
有
様
ヤ
'
此
城
我
等
ガ
片
手
二
哉
テ
,

投
ル
ト
モ
投
ツ
ベ
シ
｡
ア
ハ
レ
セ
メ
テ
如
何
ナ
ル
不
思
議
ニ
モ
,
楠
ガ
1
日
コ

ラ
へ
ヨ
カ
シ
'
分
捕
高
名
シ
テ
恩
賞
二
預
ラ
ン
ト
'
愚
ハ
ヌ
者
コ
ソ
無
リ
ケ
リ
｣

と
軽
侮
の
目
で
見
ら
れ
'
｢
刊
叫
丹
｣
｢
寄
手
三
十
寓
騎
ノ
勢
共
｣
も
｢
我
前
二

打
入
ン
｣
と
争
っ
た
の
で
あ
っ
た
｡
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妄
'
正
成
に
つ
い
て
は
'
⑥
｢
元
来
策
ヲ
惟
睡
ノ
中
二
運
シ
,
勝
事
ヲ
千

里
ノ
外
二
決
セ
ン
ト
'
陳
平
･
張
良
ガ
肺
肝
ノ
問
ヨ
リ
流
出
セ
ル
ガ
如
ノ
者
｣

と
紹
介
さ
れ
'
⑨
｢
究
尭
ノ
射
手
ヲ
二
百
余
人
城
中
二
寵
テ
,
舎
弟
ノ
七
郎
ト
,

和
田
五
郎
正
遠
卜
こ
'
三
百
余
騎
ヲ
差
副
テ
,
ヨ
ソ
ノ
山
1
!
･
,
>
置
タ
リ
ケ
ル
｣

と
'
敏
密
な
作
戦
が
語
ら
れ
る
｡
こ
の
,
赤
坂
城
に
つ
い
て
の
状
況
把
握
が
,

マ
イ
ナ
ス
の
④
⑧
と
'
プ
ラ
ス
の
⑥
⑨
と
で
は
,
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
が
,

④
⑧
は
'
⑨
に
続
-
｢
寄
手
ハ
是
ヲ
愚
モ
ヨ
ラ
ズ
｣
と
い
う
一
文
に
よ
っ
て
も

ゎ
か
る
よ
う
に
'
幕
府
軍
の
錯
覚
で
あ
っ
た
事
を
知
れ
ば
,
⑥
⑨
の
｢
正
成
側

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
｣
と
い
う
状
況
こ
そ
現
実
な
の
で
あ
-
,
以
後
の
合
戦
に
つ

い
て
の
展
望
も
予
見
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
｡
以
下
,
時
間
の
経
過
を
追
い
つ
つ

両
軍
の
動
き
を
見
て
み
よ
う
｡

別
表
(
-
)
を
見
る
と
'
幕
府
軍
に
と
っ
て
最
も
有
効
な
戦
法
は
,
｢
食
攻
め
｣

を
目
的
と
し
た
｢
遠
攻
め
｣
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
｡
従
っ
て
,
た
と
え
ば
⑱
で

も
⑳
で
も
'
持
久
戦
に
持
ち
込
む
事
が
で
き
る
状
況
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
,
ど

ち
ら
の
場
合
も
'
幕
府
軍
の
〟
実
〟
よ
-
も
〟
名
″
を
重
ん
ず
る
1
所
懸
命
の

内
部
事
情
が
'
｢
遠
攻
め
｣
を
持
続
で
き
ず
に
攻
撃
を
し
か
け
て
は
結
局
敗
退

を
繰
返
す
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
｡

数
で
言
え
ば
問
題
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
大
軍
で
攻
め
寄
せ
た
幕
府
軍
は
,
④
⑧

の
錯
覚
(
認
識
不
足
)
が
'
④
｢
案
二
相
違
｣
や
⑱
｢
思
ノ
外
｣
で
漸
く
確
認

さ
れ
る
も
の
の
'
今
度
は
楠
木
軍
を
警
戒
す
る
蹟
蹄
が
⑩
⑯
飴
で
見
ら
れ
,
一

方
'
⑯
で
は
｢
彼
赤
坂
ノ
城
卜
申
ハ
'
東
1
万
コ
ソ
山
田
ノ
畔
重
々
こ
高
シ
テ
,

少
シ
難
所
ノ
様
ナ
レ
'
三
方
ハ
皆
平
地
二
檀
キ
タ
ル
ヲ
'
堀
1
重
塗
タ
レ
バ
,

如
何
ナ
ル
鬼
神
ガ
寵
リ
タ
リ
共
'
何
程
ノ
事
力
可
レ
有
｣
と
い
う
新
し
い
錯
覚

を
持
っ
て
し
ま
い
'
更
に
大
軍
で
あ
る
ゆ
え
の
動
き
に
く
さ
が
,
⑧
⑩
等
に
,

マ
イ
ナ
ス
面
と
し
て
露
呈
し
て
し
ま
う
｡

7
万
､
楠
木
軍
の
方
は
'
⑥
に
基
づ
-
⑨
が
そ
の
ま
ま
①
⑤
⑦
⑨
の
実
戦
へ

と
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
行
き
'
⑯
㊨
⑳
の
よ
う
な
予
想
外
の
奇
襲
攻
撃
と
し

て
展
開
さ
れ
て
行
-
｡
更
に
楠
木
軍
で
は
な
い
も
の
の
,
⑭
の
よ
う
な
土
地
の

人
々
は
｢
徳
｣
に
結
び
つ
-
意
味
で
'
幕
府
軍
で
は
な
く
楠
木
軍
の
方
に
味
方

し
た
と
推
測
で
き
る
の
で
(
楠
木
正
成
自
身
が
こ
の
よ
う
な
人
々
を
統
括
し
て

(
注
‖
)

戦
っ
た
事
さ
え
充
分
考
え
ら
れ
る
)
'
幕
府
軍
に
し
て
み
れ
ば
,
空
間
的
に
は

〟
点
〟
に
過
ぎ
ぬ
よ
う
な
赤
坂
城
へ
の
攻
撃
が
,
焦
点
の
絞
-
き
れ
な
い
,
把

漠
た
る
圧
迫
感
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

き
て
'
漸
-
⑳
で
幕
府
軍
が
や
む
を
え
ず
採
っ
た
｢
遠
攻
｣
は
,
楠
木
軍
に

は
⑳
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
状
況
を
も
た
ら
す
｡
⑳
に
続
-
段
落
で
｢
楠
此
城
ヲ
橋

へ
タ
ル
事
暫
時
ノ
事
ナ
-
ケ
レ
バ
'
ハ
カ
ん
-
､
シ
ク
兵
頼
ナ
ン
ド
周
意
モ
セ
ザ

レ
バ
｣
と
'
楠
木
側
の
事
情
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
正
成
は
こ
の
マ
イ
ナ
ス

状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
'
ま
ず
｢
節
二
雷
り
義
二
臨
ン
デ
ハ
､
命
ヲ
可
レ
惜

ヽ

ヽ

ヽ

ニ
非
ズ
｣
と
廻
て
前
を
述
べ
た
上
で
｢
維
レ
然
事
二
堕
ア
恐
レ
,
諜
ヲ
好
デ
ナ

ス
ハ
勇
士
ノ
ス
ル
所
也
｣
と
'
現
実
直
視
の
方
へ
論
旨
を
転
じ
,
｢
暫
此
城
ヲ

琴
ア
'
正
成
自
学
ン
タ
ル
燈
ヲ
散
二
知
セ
ン
｣
と
い
う
提
案
を
す
る
｡
し
か
も
,

｢
正
成
自
害
シ
タ
-
ト
見
及
バ
ゞ
'
東
国
勢
定
テ
悦
ヲ
成
テ
可
二
下
向
一
｡
下
ラ

バ
正
成
打
テ
出
'
又
上
ラ
バ
深
山
二
引
入
'
四
五
度
ガ
程
東
国
勢
ヲ
憾
シ
タ
ラ

ン
二
㌧
ナ
ド
カ
退
屈
セ
ザ
ラ
ン
｣
と
'
決
し
て
弱
気
な
発
案
で
は
な
い
事
も
付

言
L
t
｢
定
身
ヲ
全
シ
テ
散
ヲ
亡
ス
計
略
也
｣
と
締
め
括
っ
て
い
る
以
上
,
賛

成
し
な
い
者
は
な
か
っ
た
｡
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城
に
｢
大
ナ
ル
穴
ヲ
二
丈
許
掘
テ
'
此
間
堀
ノ
中
二
多
ク
討
レ
テ
臥
タ
ル
死

人
ヲ
二
三
十
人
穴
ノ
中
二
取
入
テ
'
其
上
二
炭
･
薪
ヲ
積
デ
雨
風
ノ
吹
酒
グ
夜
｣

を
待
っ
た
｡
す
る
と
'
⑦
｢
正
成
ガ
運
ヤ
天
命
二
叶
ケ
ン
｣
待
望
の
夜
が
来
る
｡

そ
こ
で
着
火
役
1
人
を
城
に
残
し
'
㊥
｢
皆
物
ノ
具
ヲ
厨
ギ
'
寄
手
二
紛
テ
五

人
三
人
別
々
ニ
ナ
-
｣
｢
閑
々
ト
｣
　
落
ち
て
行
く
?
幕
府
軍
の
｢
長
崎
ガ
厩
ノ

前
｣
で
見
替
め
ら
れ
た
時
'
正
成
は
｢
大
将
ノ
御
内
ノ
者
｣
だ
が
道
に
迷
っ
た

と
述
べ
'
㊦
｢
足
早
-
こ
通
-
過
ぎ
よ
う
と
し
た
｡
よ
こ
ろ
が
'
｢
サ
レ
バ
コ

ソ
怪
キ
者
ナ
レ
'
如
何
様
馬
盗
人
卜
覚
ル
ゾ
｡
只
射
殺
セ
｣
と
'
矢
を
射
掛
け
ら

れ
て
し
ま
う
｡
そ
の
矢
は
｢
正
成
が
腎
ノ
懸
リ
ニ
答
テ
'
シ
タ
ゝ
カ
ニ
立
ヌ
｣

と
思
わ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
'
｢
ス
膚
ナ
ル
身
二
少
モ
不
レ
立
シ
テ
'
筈
ヲ
返
シ
テ

飛
翻
｣
　
っ
て
し
ま
っ
た
｡
こ
の
事
に
つ
い
て
は
'
㊤
｢
後
二
其
矢
ノ
痕
ヲ
見
レ

バ
'
正
成
ガ
年
来
信
ジ
テ
奉
レ
責
観
音
経
ヲ
入
タ
リ
ケ
ル
膚
ノ
守
二
矢
嘗
テ
'

一
心
称
名
ノ
二
句
ノ
侶
ニ
'
矢
崎
留
-
ケ
ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
｣
と
の
説
明
が

付
け
ら
れ
て
い
る
｡
こ
う
し
て
'
正
成
が
｢
必
死
ノ
鋲
二
死
ヲ
遁
レ
'
二
十
徐

町
落
延
｣
た
頃
に
予
定
通
り
城
は
炎
上
'
幕
府
軍
側
は
勝
閲
を
あ
げ
'
｢
ア
マ

ス
ナ
漏
ス
ナ
ト
騒
動
｣
L
t
　
｢
焼
静
マ
-
テ
後
｣
穴
の
中
の
多
-
の
死
骸
を
見

て
'
⑳
｢
ア
ナ
哀
ヤ
'
正
成
ハ
ヤ
自
害
ヲ
シ
テ
ケ
リ
｡
散
ナ
ガ
ラ
モ
弓
矢
取
テ

尋
常
二
死
タ
ル
者
哉
｣
と
'
全
員
で
正
成
を
誉
め
た
｡

⑳
に
於
て
'
幕
府
軍
は
プ
ラ
ス
状
況
を
掴
む
事
が
で
き
た
に
も
拘
ら
ず
'
正

成
の
方
が
自
軍
の
マ
イ
ナ
ス
状
況
を
決
死
の
覚
悟
で
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
た
め
'

ま
た
し
て
も
⑳
の
よ
う
な
錯
覚
を
し
て
し
ま
い
　
(
但
し
'
合
戦
時
の
よ
う
に
正

成
勢
を
軽
く
見
て
の
錯
覚
で
は
な
-
'
今
回
は
正
成
を
誉
め
る
形
で
の
錯
覚
で

は
あ
っ
た
が
)
'
結
局
'
幕
府
軍
は
本
当
の
プ
ラ
ス
状
況
を
手
に
入
れ
る
事
は

で
き
な
か
っ
た
｡

⑦
で
運
が
天
命
に
叶
っ
て
域
を
脱
出
し
た
正
成
は
､
㊥
で
｢
閑
々
卜
｣
落
ち

た
に
も
拘
ら
ず
'
怪
し
ま
れ
て
虚
言
で
切
-
抜
け
る
時
に
は
'
㊦
の
よ
う
に

｢
足
早
ニ
｣
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
｡
こ
の
㊥
か
ら
⑮
へ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変

化
の
た
め
に
｢
サ
レ
バ
コ
ソ
怪
キ
者
ナ
レ
｣
と
馬
盗
人
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を

か
け
ら
れ
'
矢
を
射
掛
け
ら
れ
る
と
い
う
窮
地
を
招
い
て
し
ま
う
｡
こ
の
危
機

は
観
音
霊
験
譜
の
形
で
収
拾
さ
れ
る
が
'
考
え
て
み
れ
ば
'
馬
盗
人
と
し
て
の

疑
い
は
晴
れ
た
わ
け
で
は
な
く
矢
に
よ
る
追
求
が
そ
れ
以
上
続
け
ら
れ
た
の

か
ど
う
か
の
記
述
は
な
い
ま
ま
'
｢
不
思
議
ナ
レ
｣
と
い
う
形
で
場
面
が
転
換

し
て
し
ま
う
｡
結
局
'
｢
武
略
卜
智
謀
｣
　
の
実
行
を
初
め
て
見
せ
た
正
成
を
,

｢
不
思
議
｣
と
い
う
説
話
的
論
理
の
中
に
一
旦
消
化
さ
せ
'
そ
の
活
躍
の
場
を

後
に
残
し
た
と
考
え
る
事
が
で
き
よ
う
｡

巻
三
に
お
け
る
笠
置
･
赤
坂
の
合
戦
に
つ
い
て
は
'
大
森
北
義
民
に
明
解
か

(
注
1
2
)

っ
詳
細
な
る
御
論
考
が
あ
る
｡
大
森
氏
は
'
笠
置
合
戦
記
に
つ
い
て
t
 
A
 
r
l

日
か
ら
三
日
に
わ
た
る
笠
置
官
軍
の
勝
ち
軍
｣
と
C
｢
晦
日
の
笠
置
落
城
合
戦
｣

と
の
間
に
t
 
B
｢
笠
置
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
正
成
ら
の
挙
兵
と
幕
府
大
軍
の

発
向
を
伝
え
る
｣
　
記
事
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
事
に
注
目
し
'
｢
す
べ
て
の
点
で

史
実
を
虚
構
し
て
い
る
と
い
え
る
｣
B
の
記
事
が
｢
反
幕
府
運
動
の
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
の
伏
線
と
し
て
'
具
体
的
に
は
'
こ
の
笠
置
合
戦
記
と
後
の
赤
坂

戦
記
を
つ
な
ぐ
主
要
な
契
機
と
し
て
､
こ
こ
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
｣
と
指
摘
し

た
上
で
'
｢
笠
置
落
城
'
後
醍
醐
天
皇
逮
捕
と
い
う
決
定
的
な
挫
折
の
う
ち
に

終
幕
を
迎
え
た
そ
の
後
の
赤
坂
合
戦
｣
に
つ
い
て
'
『
太
平
記
』
が
　
｢
正
成
の

一
方
的
な
勝
ち
軍
を
誇
張
し
強
調
す
る
こ
と
で
'
挫
折
と
は
逆
に
'
こ
の
後
の
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反
幕
府
勢
力
の
戦
い
に
明
る
い
希
望
さ
え
残
し
て
い
る
｣
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
｡

そ
し
て
､
｢
こ
れ
は
『
太
平
記
』
が
'
こ
の
〟
変
″
　
を
一
時
的
な
反
乱
と
し
て

捉
え
る
の
で
は
な
-
'
後
の
元
弘
の
戦
乱
へ
と
つ
づ
く
歴
史
変
革
の
一
過
程
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
も
う
一
つ
の
証
し
で
も
あ
る
だ
ろ
う
｣
と
'
作
品
の
構

想
に
結
び
つ
け
て
の
鋭
い
分
析
を
呈
示
し
て
お
ら
れ
る
｡

大
森
氏
が
こ
の
御
論
考
の
中
で
使
っ
て
お
ら
れ
る
正
成
の
｢
虚
像
｣
と
い
う

表
現
こ
そ
'
右
に
述
べ
た
｢
不
思
議
｣
の
中
に
消
化
さ
れ
て
ゆ
く
超
人
的
･
説

話
的
正
成
像
と
重
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

六

こ
の
短
い
第
五
章
は
'
第
二
章
の
中
で
そ
の
挙
兵
が
伝
え
ら
れ
た
(
大
森
氏

の
言
わ
れ
る
B
の
記
事
)
桜
山
四
郎
入
道
が
備
後
国
を
半
ば
制
し
た
段
階
で
'

①
笠
置
落
城
･
①
楠
木
自
害
の
情
報
が
入
る
と
'
｢
一
旦
ノ
付
勢
ハ
皆
落
失
ヌ
｡

今
ハ
身
ヲ
離
ヌ
一
族
'
年
来
ノ
若
裳
二
十
徐
人
ゾ
残
リ
ケ
ル
｣
と
い
う
状
態
に

な
っ
た
た
め
'
｢
人
手
二
懸
-
テ
戸
ヲ
曝
サ
ン
ヨ
-
ハ
ト
テ
｣
　
妻
子
を
殺
し
備

後
一
宮
の
社
壇
に
火
を
放
ち
'
一
族
若
覚
と
と
も
に
自
害
し
て
果
て
た
'
と
い

う
記
事
か
ら
な
る
｡

桜
山
が
死
ん
だ
後
'
1
宵
を
焼
い
た
事
情
が
語
ら
れ
る
｡
備
後
1
宮
を
深
く

信
仰
し
て
い
た
桜
山
は
'
｢
敢
頭
ノ
飴
リ
ニ
破
損
シ
タ
ル
事
ヲ
歎
テ
'
造
営
シ

奉
ラ
ン
ト
云
大
願
ヲ
電
シ
｣
た
も
の
の
'
個
人
的
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
｢
専

此
大
願
ヲ
途
ン
ガ
馬
｣
に
｢
今
度
ノ
諜
坂
二
輿
力
｣
し
た
の
で
あ
っ
た
.
と
こ

ろ
が
'
①
⑧
に
よ
っ
て
大
願
達
成
が
不
可
能
と
判
断
し
た
桜
山
は
(
不
可
能
に

な
っ
た
事
に
つ
い
て
は
｢
面
非
礼
ヲ
享
給
ハ
ザ
-
ケ
ル
ニ
ヤ
｣
と
の
説
明
が
付

け
ら
れ
て
い
る
)
'
｢
其
身
ハ
縦
ヒ
奈
落
ノ
底
二
堕
在
ス
ト
モ
'
此
願
ヲ
ダ
ニ
成

就
シ
ナ
バ
悲
ム
ベ
キ
ニ
非
ズ
｣
　
と
'
｢
勇
猛
ノ
心
ヲ
電
テ
｣
　
焼
身
自
害
を
遂
げ

た
｡
こ
の
桜
山
の
死
に
つ
い
て
は
｢
定
モ
タ
ノ
-
ハ
不
レ
蔑
ゾ
覚
へ
ケ
ル
｣
と
'

否
定
し
な
い
形
で
語
ら
れ
て
い
る
｡

幕
府
側
に
は
'
そ
の
挙
兵
が
脅
威
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
桜
山
で
あ
っ
た

が
'
そ
の
実
態
は
'
①
⑧
の
情
報
で
簡
単
に
四
散
し
て
し
ま
う
よ
う
な
｢
一
旦

ノ
付
勢
｣
　
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
の
｢
七
百
余
騎
｣
(
第
二
章
)
　
だ
っ
た
の
で

あ
り
'
何
よ
-
も
桜
山
自
身
が
'
一
宮
社
の
修
理
造
営
の
た
め
に
天
皇
方
と
し

て
挙
兵
し
た
事
を
知
る
時
'
｢
官
軍
｣
　
の
名
を
与
え
ら
れ
た
後
醍
醐
天
皇
方
の

(
注
柑
)

軍
事
勢
力
が
'
必
ず
し
も
緊
密
な
構
成
を
持
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
事
が
判

(
注
1
4
)

明
し
'
こ
の
事
は
又
'
巻
一
以
来
の
実
態
で
も
あ
っ
た
事
も
見
え
て
く
る
の
で

あ
る
｡

七

と
こ
ろ
で
'
巻
一
･
巻
二
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
た
｢
対
の
方
法
｣
と
い

う
視
点
か
ら
巻
三
を
見
た
場
合
'
人
物
形
象
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
〟
対
″
的

構
成
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡

E
■
ー
■
n
u

1(
柑
H
r
h
u

2
n
川
■
川
H
U

ー3
′　ー

後
醍
醐
天
皇
　
-
　
楠
木
正
成

楠
木
正
成
　
-
　
幕
府
軍

陶
山
藤
一
ニ
ー
　
楠
木
正
成

刷
　
桜
山
四
郎
入
道
　
-
　
楠
木
正
成

吊
の
前
提
と
し
て
'
｢
巻
二
に
お
け
る
後
醍
醐
天
皇
(
虚
像
)
｣
と
｢
巻
三
に

お
け
る
後
醍
醐
天
皇
(
実
像
)
｣
　
と
い
う
〟
対
″
　
が
考
え
ら
れ
る
事
に
つ
い
て

Osaka Shoin Women's University Repository



-44-

は
既
に
述
べ
た
｡
そ
の
〟
実
像
″
と
な
っ
た
天
皇
の
前
に
登
場
し
た
の
が
楠
木

(
注
1
5
)

正
成
で
あ
る
｡
巻
一
の
｢
無
礼
講
｣
を
含
む
討
幕
計
画
参
画
者
の
中
に
は
身
分

の
高
く
な
い
者
も
含
ま
れ
て
い
た
が
'
正
成
の
場
合
は
複
数
の
人
物
中
の
1
人

と
し
て
で
は
な
く
初
め
か
ら
｢
正
成
7
人
｣
と
い
う
形
で
登
場
し
'
天
皇
に

対
し
て
は
'
｢
民
間
二
下
テ
年
久
シ
｣
　
と
い
う
付
帯
条
件
が
記
さ
れ
な
が
ら
も

｢
敬
遠
天
王
四
代
ノ
孫
'
井
手
左
大
臣
橘
諸
兄
公
ノ
後
胤
｣
｢
其
母
君
カ
リ
シ

時
'
志
貴
ノ
昆
沙
門
二
百
日
詣
テ
'
夢
想
ヲ
感
ジ
テ
設
タ
ル
子
｣
と
い
う
修
飾

付
き
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
'
隠
岐
配
流
ま
で
の
短
時
間
で
あ
る

ヽ

ヽ

と
は
一
軍
孔
'
〟
実
像
″
　
と
し
て
再
生
し
た
後
醍
醐
天
皇
を
支
え
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
〟
対
″
的
人
物
と
し
て
の
登
場
の
仕
方
で
あ
る
と
言
え
よ
う
｡

こ
こ
で
'
｢
敏
達
天
王
｣
｢
橘
諸
兄
｣
の
名
が
引
か
れ
て
い
な
が
ら
正
成
の
父

の
名
が
語
ら
れ
な
い
事
の
意
味
は
'
誠
に
象
徴
的
で
あ
る
｡
昆
沙
門
天
の
申
し

子
で
あ
る
以
上
'
父
の
名
を
明
記
し
な
い
方
が
自
然
で
あ
る
と
も
考
え
る
事
が

で
き
'
天
皇
を
支
え
て
孤
軍
奮
闘
す
る
神
話
的
存
在
と
し
て
の
正
成
像
を
物
語

っ
て
い
る
｡

所
モ
ナ
カ
｣
っ
た
と
い
う
事
と
'
食
攻
め
を
さ
れ
て
と
て
も
勝
て
な
い
と
判
断

し
た
正
成
が
｢
皆
物
パ
具
ヲ
厨
ギ
'
寄
手
二
紛
テ
五
人
三
人
別
々
ニ
ナ
リ
｣
城

を
落
ち
て
行
っ
た
の
と
で
は
'
事
情
は
全
-
対
照
的
な
も
の
で
あ
る
｡
錬
倉
時

代
末
期
の
武
家
組
織
の
中
で
功
名
を
意
識
し
っ
つ
も
馬
や
鎧
を
捨
て
て
逃
走
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
幕
府
軍
の
武
士
達
と
'
状
況
に
よ
っ
て
は
鎧
を
脱
ぐ
事
で

｢
寄
手
二
紛
｣
れ
る
の
も
一
つ
の
作
戦
と
考
え
,
さ
し
た
る
抵
抗
を
覚
え
な
か

っ
た
正
成
と
で
は
う
そ
の
形
象
の
上
で
大
き
な
〟
対
″
を
な
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
｡
し
か
も
'
正
成
側
に
と
っ
て
は
｢
武
略
卜
智
諜
｣
と
い
う
表
現
に
よ
っ

て
'
常
に
大
義
名
分
の
説
明
が
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

佃
に
つ
い
て
は
'
す
で
に
赤
坂
城
の
攻
防
を
め
ぐ
っ
て
詳
し
く
見
て
き
た
が
,

確
認
の
意
味
で
考
え
て
お
こ
う
｡

赤
坂
城
に
立
て
寵
っ
た
楠
木
勢
は
'
も
と
も
と
五
百
余
騎
で
あ
っ
た
｡
そ
れ

に
対
し
て
攻
撃
側
の
幕
府
軍
は
三
十
万
騎
と
い
う
圧
倒
的
な
数
字
に
よ
っ
て
対

照
的
で
あ
っ
た
｡
更
に
'
｢
サ
シ
モ
ノ
大
勢
ナ
レ
ド
モ
僅
ノ
散
二
驚
騒
デ
｣
｢
主

被
レ
打
ド
モ
従
者
ハ
不
レ
知
'
親
被
レ
打
共
子
モ
不
レ
助
､
蜘
ノ
子
ヲ
散
ス
ガ
如
ク
｣

敗
走
し
た
幕
府
軍
が
'
｢
其
道
五
十
町
ガ
問
'
馬
･
物
具
ヲ
拾
タ
ル
事
足
ノ
踏

L

J

J

-

-

-

-

■

-

l

l

-

-

･

　

-

　

-

.

　

-

　

　

1

J

･

･

.

I

I

I

-

1

.

∫

刷
二
ハ
波
羅
勢
が
大
軍
で
押
し
寄
せ
な
が
ら
攻
略
で
き
な
か
っ
た
笠
置
城
を

落
城
さ
せ
た
の
は
､
備
中
国
の
住
人
陶
山
･
小
見
山
で
あ
っ
た
｡
巻
三
･
第
一

章
で
登
場
し
た
楠
木
正
成
は
自
分
の
考
え
を
披
露
し
た
の
み
で
笠
置
か
ら
立
ち

去
る
た
め
'
第
二
章
で
正
成
の
合
戦
ぶ
-
が
語
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
｡
そ
し

て
'
正
成
の
主
張
し
た
｢
武
略
卜
智
諜
｣
を
ま
ず
実
行
に
移
し
た
の
は
､
反
官

軍
方
の
梅
山
･
小
見
山
だ
っ
た
の
で
あ
る
｡
彼
ら
の
｢
皆
千
二
モ
生
テ
厨
ル

者
ア
ラ
ジ
ト
思
切
タ
ル
事
ナ
レ
バ
'
琴
ア
ノ
死
二
出
立
二
皆
畠
罷
羅
ヲ
書
テ
ゾ

付
タ
リ
ケ
ル
｣
と
い
う
様
子
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
'
笠
置
の
緒
戦
や
赤
坂

城
攻
撃
の
際
に
〟
錯
覚
〟
を
繰
返
す
幕
府
の
大
軍
と
は
全
-
異
な
っ
た
描
き
方

が
さ
れ
て
い
る
｡

従
っ
て
'
巻
三
全
体
か
ら
見
た
場
合
'
大
軍
が
攻
め
あ
ぐ
む
笠
置
城
を
｢
目
指

ト
モ
不
レ
知
略
キ
夜
ニ
'
雨
風
烈
ク
吹
テ
面
ヲ
可
レ
向
様
モ
無
リ
ケ
ル
｣
九
月
晦

日
に
行
動
を
起
こ
し
た
陶
山
･
小
見
山
?
'
大
畠
を
翻
弄
し
た
揚
句
,
偽
の
自
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一

_

】

l

■

P

.

ぺ

〓

苫

'

1

,

.

I

.

I

,

I

.

1

､

t

､

1

-

害
作
戦
を
立
て
て
｢
吹
風
儀
二
沙
ヲ
撃
ア
降
雨
更
二
篠
ヲ
衝
ガ
如
シ
｡
夜
色
霧

涙
ト
シ
テ
藍
城
皆
権
幕
ヲ
低
ル
｣
夜
に
城
を
脱
出
し
て
行
っ
た
楠
木
正
成
と
は
,

作
戦
と
実
行
と
い
う
点
で
〟
対
″
的
人
物
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
で
あ
ろ
う
｡

な
お
'
陶
山
･
小
見
山
の
夜
討
ち
に
つ
い
て
は
'
別
表
(
-
)
の
よ
う
に
諸
本
間

に
違
い
が
見
ら
れ
る
｡
玄
玖
本
等
の
｢
陶
山
二
郎
高
通
｣
と
い
う
名
は
'
巻
八
で

ヽ

ヽ

河
野
氏
と
共
に
活
躍
し
て
備
中
守
と
な
っ
た
｢
陶
山
次
郎
｣
や
'
巻
二
十
九
に

ヽ

ヽ

登
場
す
る
｢
陶
山
又
次
郎
高
直
｣
ら
と
合
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
｡

又
'
垂
直
の
岩
壁
と
い
う
窮
地
を
打
開
し
た
人
物
｢
陶
山
藤
三
｣
に
つ
い
て
も
,

三
本
は
陶
山
の
　
｢
中
間
｣
と
L
t
　
西
原
院
本
･
玄
玖
本
は
｢
平
五
郎
｣
　
と
い

ぅ
名
も
記
し
て
い
る
｡
こ
の
名
に
つ
い
て
も
､
巻
二
十
九
で
討
死
し
た
｢
陶
山

又
次
郎
高
直
｣
の
弟
に
｢
又
五
郎
｣
と
い
う
類
似
し
た
名
前
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
｡
更
に
'
敵
(
官
軍
)
に
見
告
め
ら
れ
た
際
に
と
っ
さ
に
｢
夜
廻
仕
侯

也
｣
と
答
え
た
｢
陶
山
吉
次
｣
　
(
こ
の
名
は
五
本
と
も
1
致
す
る
)
や
,
冒
頭

部
分
に
名
前
が
出
な
が
ら
(
そ
の
名
に
つ
い
て
は
諸
本
問
に
少
し
ユ
レ
が
見
ら

れ
る
)
'
そ
の
後
'
陶
山
と
の
並
列
で
姓
が
1
度
出
る
の
み
で
､
何
ら
具
体
的

な
活
躍
を
見
せ
な
い
｢
小
見
山
次
郎
｣
を
含
め
て
'
む
し
ろ
〟
陶
山
1
族
の
夜

討
ち
詰
″
　
と
い
う
枠
で
考
え
る
べ
き
も
の
か
-
知
れ
な
い
｡
更
に
'
巻
八
の

｢
陶
山
次
郎
｣
は
｢
何
ト
モ
ナ
キ
取
集
メ
撃
二
父
テ
軍
ヲ
セ
バ
'
撃
l
足
纏
二

成
テ
懸
引
モ
自
在
ナ
ル
マ
ジ
｣
と
主
張
し
て
'
｢
サ
シ
副
｣
ら
れ
た
大
軍
を
八

条
河
原
に
残
し
て
百
五
十
余
騎
で
攻
撃
を
L
t
味
方
で
あ
っ
て
も
信
頼
で
き
ぬ

隅
田
･
高
橋
勢
に
は
'
す
ぐ
に
加
勢
し
な
い
で
'
暫
く
｢
見
物
｣
す
る
よ
う
な

武
士
と
℃
て
措
か
れ
て
お
-
'
巻
二
十
九
に
登
場
す
る
陶
山
兄
弟
に
つ
い
て
も

｢
陶
山
元
東
軍
ノ
障
二
臨
ム
時
'
儀
ニ
モ
人
二
後
ヲ
見
セ
ヌ
者
ナ
レ
バ
｣
と
措

か
れ
て
い
て
'
楠
木
像
と
の
重
な
-
を
窺
う
事
が
で
き
る
｡

と
こ
ろ
で
'
垂
直
岩
壁
に
直
面
し
た
場
面
を
転
換
さ
せ
る
た
め
に
陶
山
(
め

る
い
は
中
間
)
　
が
と
っ
た
行
動
を
見
る
と
'
｢
犀
風
ヲ
立
タ
ル
如
ク
ナ
ル
岩
石

重
テ
'
古
松
枝
ヲ
垂
'
蒼
苔
路
滑
ナ
リ
'
此
二
至
テ
人
皆
如
何
ン
ト
モ
ス
ベ

キ
様
ナ
ク
シ
テ
'
造
二
向
上
テ
立
タ
リ
｣
と
い
う
状
況
を
'
｢
岩
ノ
上
ヲ
サ
ラ

-
1
ト
走
上
テ
｣
打
開
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
｡

『
平
家
物
語
』
(
巻
四
｢
橋
合
戦
｣
)
の
筒
井
浄
妙
明
秀
は
｢
橋
の
ゆ
き
げ
た

(
注
1
6
)

を
さ
ら
く
さ
ら
と
は
走
-
わ
た
る
｣
と
い
う
活
躍
を
見
せ
た
が
'
垂
直
の
岩

壁
を
｢
サ
ラ
-
＼
ト
走
上
テ
｣
と
い
う
の
は
'
い
か
に
も
現
実
離
れ
し
た
描
写

で
あ
る
｡
こ
こ
は
'
｢
侍
上
テ
↓
走
上
テ
↓
サ
ラ
-
1
ト
走
上
三
　
と
い

ぅ
風
に
変
化
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
'
｢
サ
ラ
-
卜
走
上
テ
｣
が
｢
矧
剰

ヲ
立
タ
ル
如
ク
ナ
ル
岩
石
｣
を
意
識
せ
ず
に
｢
労
力
j
j
]
ヲ
｣
に
の
み
惹
か
れ
て

し
ま
っ
た
表
現
'
と
い
う
角
度
か
ら
考
え
る
事
も
で
き
る
｡
い
ず
れ
に
せ
よ
,

合
戦
等
の
活
劇
的
場
面
に
お
け
る
論
理
を
超
え
た
表
現
と
し
て
'
1
応
注
意
す

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
陶
山
･
小
見
山
の
夜
討
ち
話
の
冒
頭
箇
所
で
'
陶
山
藤
三
義
高
(
陶
山
か

小
見
山
か
の
明
記
は
な
い
)
が
一
族
の
者
達
に
向
か
っ
て
決
意
を
促
す
場
面
が

あ
る
｡
数
日
間
の
味
方
の
攻
撃
に
つ
い
て
反
省
し
た
上
で
｢
同
ク
死
ヌ
ル
命
ヲ
,

人
目
二
飴
ル
程
ノ
軍
1
度
シ
テ
死
タ
ラ
バ
'
名
啓
ハ
千
載
二
留
テ
'
恩
賞
ハ
子

孫
ノ
家
二
条
ン
｣
と
述
べ
'
源
平
合
戦
の
例
を
引
周
す
る
｡
そ
れ
が
別
表
(
3
)
で

(
注
1
7
)

あ
る
｡
『
平
家
物
語
』
で
見
る
と
t
 
B
は
巻
九
｢
一
二
之
懸
｣
t
 
c
は
巻
九
｢
二

度
之
懸
｣
t
 
D
は
巻
十
｢
藤
戸
｣
､
E
は
巻
九
｢
宇
治
川
先
陣
｣
を
,
そ
れ
ぞ
れ
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指
し
て
お
-
'
『
平
家
物
語
』
に
従
え
ば
t
 
E
･
B
･
C
･
D
の
順
序
に
な
る
｡

『
平
家
物
語
』
の
中
で
は
'
あ
る
程
度
の
分
量
を
持
っ
た
話
が
,
こ
の
よ
う

ヽ

ヽ

に
短
-
要
約
き
れ
'
し
か
も
そ
こ
に
'
登
場
人
物
の
行
動
に
つ
い
て
の
解
釈
が

な
さ
れ
て
い
る
事
は
注
目
す
べ
き
事
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
は
､
陶
山
自
身
の
分
析

と
い
う
よ
り
は
'
や
は
-
『
太
平
記
』
作
者
が
陶
山
に
語
ら
せ
た
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
が
'
『
平
家
物
語
』
で
は
巻
の
異
な
る
D
と
E
が
,
｢
佐
々
木
三
郎
が
｣

と
し
た
上
で
｢
矧
打
郎
高
綱
｣
と
い
う
風
に
続
け
ら
れ
て
い
る
事
は
,
そ
こ
に

同
姓
と
し
て
纏
め
よ
う
と
し
た
意
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
,
大
系
本
･
究
舜
本

と
西
源
院
本
･
玄
玖
本
･
義
輝
本
と
で
の
配
列
噸
序
の
違
い
と
と
も
に
,
『
太

平
記
』
成
立
過
程
に
お
け
る
〟
共
通
知
識
″
と
し
て
の
『
平
家
物
語
』
が
,
作

品
構
成
の
上
で
ユ
ニ
ッ
ト
の
形
で
軟
め
込
ま
れ
て
い
く
姿
を
推
測
さ
せ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
｡

作
想
に
よ
っ
て
幕
府
軍
を
翻
弄
し
た
楠
木
正
成
と
,
あ
っ
け
な
い
形
で
自
害
し

て
し
ま
っ
た
桜
山
四
郎
入
道
と
で
は
'
同
じ
天
皇
方
と
は
言
い
な
が
ら
,
誠
に

対
照
的
な
形
で
描
か
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
｡

ぁ
る
い
は
桜
山
に
も
楠
木
と
呼
応
し
て
戦
う
場
面
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
,
正

成
に
お
け
る
昆
沙
門
天
の
申
し
子
の
よ
う
な
構
想
の
中
に
,
備
後
1
宮
に
結
び

っ
く
説
話
的
な
も
の
が
組
み
込
ま
れ
た
か
も
知
れ
な
い
｡
こ
れ
ら
の
事
を
考
え

(
注
ー
8
)

て
も
'
も
し
楠
木
正
成
を
大
森
氏
の
言
わ
れ
る
｢
虚
像
｣
と
考
え
る
な
ら
,
桜

山
四
郎
入
道
こ
そ
は
官
軍
の
中
の
1
つ
の
｢
実
像
｣
を
顕
現
し
た
人
物
と
考
え

る
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
｡

鈴
木
登
美
恵
氏
は
｢
『
太
平
記
』
に
お
け
る
楠
木
正
成
が
,
お
伽
草
子
の
主

人
公
に
通
じ
る
昆
沙
門
天
の
申
し
子
と
し
て
登
場
し
,
作
者
の
分
身
と
も
い
う

べ
き
未
来
予
見
者
の
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
,
『
太
平
記
』
作
者
と

佃
'
桜
山
四
郎
入
道
は
'
楠
木
正
成
と
呼
応
し
っ
つ
後
醍
醐
天
皇
を
支
援
す

る
は
ず
の
人
物
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
,
楠
木
と
の
緊
密
な
連
絡
網
も
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
｡
そ
れ
に
先
に
も
見
た
よ
う
に
,
桜
山
の
場
合
,
一
旦
は
｢
近
国

ノ
逆
徒
等
少
々
馳
加
テ
'
其
勢
既
七
百
余
騎
｣
(
備
後
ュ
-
の
早
馬
で
九
月
十

三
日
に
六
波
羅
に
届
い
た
情
報
)
と
い
う
数
を
集
め
な
が
ら
も
,
｢
笠
置
落
城
｣

｢
楠
木
自
害
｣
の
報
告
が
届
-
と
と
も
に
四
散
し
て
し
ま
う
脆
い
組
織
で
あ
っ

た
｡
そ
し
て
'
何
よ
り
も
桜
山
自
身
の
｢
御
所
方
二
参
テ
旗
ヲ
揚
｣
た
理
由
が
,

備
後
一
宮
の
社
殿
修
復
造
営
と
い
う
誠
に
地
方
的
･
私
的
な
も
の
で
あ
っ
た
｡

従
っ
て
'
｢
弓
矢
取
ル
身
ノ
面
目
｣
と
思
い
､
｢
是
非
ノ
思
案
ニ
モ
不
レ
及
,

先
忍
デ
｣
笠
置
に
駆
け
つ
け
て
｢
武
略
卜
智
謀
｣
を
論
じ
,
赤
坂
城
で
は
奇
襲

(
荏

正
成
と
の
距
離
の
近
さ
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
｣
と
述
べ
て
お
ら
れ
19)る
が

夢
と
い
う
説
話
的
契
機
を
介
し
て
作
品
の
舞
台
に
登
場
し
た
楠
木
正
成
は
,
特

に
こ
の
巻
三
に
於
て
'
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
〟
対
″
的
構
成
を
な
す
重
要
人
物
と

な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
｡

注

1
　
拙
稿
｢
『
太
平
記
』
巻
二
に
お
け
る
　
〟
対
の
方
法
″
｣
(
｢
大
阪
樟
陰
女
子

大
学
論
集
｣
第
2
4
号
)

2
　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
一
第
三
十
話
｡

3
　
『
笠
置
寺
縁
起
』
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特
に
こ
と
わ
ら
な
い
場
合
の
本
文
引
用
は
'
全
て
日
本
古
典
文
学
大
系
本

(
岩
波
書
店
)
　
に
よ
る
｡

流
布
本
(
大
系
本
)
　
で
は
巻
二
は
十
章
か
ら
成
る
｡

笠
置
合
戦
の
進
攻
経
路
等
に
つ
い
て
は
'
安
井
久
幸
氏
が
『
太
平
記
合
戦

帝
の
研
究
』
　
(
桜
楓
社
･
昭
和
5
6
年
1
 
0
月
3
0
日
刊
)
　
で
分
析
し
て
お
ら
れ

る
｡

玄
玖
本
･
義
輝
本
は
｢
範
貞
モ
舌
ヲ
振
テ
恐
怖
シ
重
テ
中
萱
ハ
無
リ
ケ
-
｣

と
､
天
皇
の
迫
力
を
強
調
し
て
描
い
て
い
る
｡

玄
玖
本
･
義
輝
本
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
の
後
に
'
解
説
風
記
述
を
載
せ

て
い
る
｡

玄
玖
本
･
義
輝
本
は
'
九
日
の
記
事
が
な
い
｡

西
源
院
本
｢
浮
世
｣
'
玄
玖
本
･
義
輝
本
｢
理
｣
｡

佐
藤
和
彦
氏
の
　
『
自
由
狼
籍
･
下
勉
上
の
世
界
』
　
(
小
学
館
二
九
八
五

年
七
月
二
五
日
刊
)
第
九
章
な
ど
｡

｢
合
戦
記
の
虚
実
-
巻
三
の
二
つ
の
合
戦
記
に
つ
い
て
-
｣
　
(
鈴
木
登
美

意
･
長
谷
川
端
『
鑑
賞
日
本
の
古
典
･
太
平
記
』
尚
学
図
書
･
昭
和
5
5
年

6
月
1
日
刊
)

網
野
善
彦
氏
は
　
『
異
形
の
王
権
』
　
(
平
凡
社
･
1
九
八
六
年
八
月
1
八
日

刊
)
に
於
て
'
南
北
朝
の
動
乱
を
｢
社
会
を
統
合
す
る
権
威
自
体
の
構
造

の
大
き
な
変
化
と
深
-
結
び
つ
い
た
転
換
｣
と
し
て
お
ら
れ
る
｡

拙
稿
｢
『
太
平
記
』
巻
1
に
お
け
る
〟
対
の
方
法
″
｣
　
(
｢
樟
陰
国
文
学
｣

第
2
 
3
号
)
　
で
も
言
及
し
た
が
'
玄
恵
の
文
談
を
　
｢
忌
思
ケ
ル
｣
｢
愚
ナ
｣

る
人
々
を
も
含
む
討
幕
計
画
で
あ
っ
た
｡

正
成
に
つ
い
て
は
'
長
谷
川
端
氏
の
　
『
太
平
記
の
研
究
』
(
汲
古
書
院
･

昭
和
5
7
年
3
月
3
 
1
日
刊
)
　
や
中
西
達
治
氏
の
　
『
太
平
記
論
序
説
』
(
桜
楓

社
･
昭
和
6
0
年
3
月
3
0
日
刊
)
　
に
も
傾
聴
す
べ
き
御
論
が
収
め
ら
れ
て
い

る
｡
大
系
本
に
よ
る
｡

大
系
本
(
覚
一
本
)
　
に
よ
る
｡

｢
太
平
記
第
一
世
界
の
構
想
に
つ
い
て
｣
(
『
太
平
記
研
究
』
第
七
号
･
昭

和
5
7
年
1
 
2
月
2
0
日
刊
)
0

『
鑑
賞
日
本
の
古
典
･
太
平
記
』
(
注
1
 
2
参
照
)

Osaka Shoin Women's University Repository



-48-

別

棉

成

側

慕

翠

側

①
｢
櫓
ノ
上
'
サ
マ
ノ
陰
ヨ
リ
'
指
ツ
メ
引
ツ
メ
'
鋲
ヲ
支
テ
射
｣
る

①
｢
只
1
操
二
採
落
サ
ン
ト
'
同
時
二
皆
四
方
ノ
切
岸
ノ
下
二
着
タ

-
ケ
ル
｣

⑧
｢
時
ノ
程
二
死
人
手
負
千
余
人
｣

④
｢
案
二
相
違
｣
し
た
た
め
　
｢
攻
ロ
ヲ
少
シ
引
退
キ
｣
　
｢
皆
椎
幕
ノ

中
二
休
居
タ
リ
ケ
ル
｣

⑤
楠
七
郎
･
和
田
五
郎
は
｢
造
ノ
山
ヨ
リ
直
下
シ
テ
'
時
刻
ヨ
シ
｣

と
判
断
し
　
｢
三
百
余
騎
ヲ
二
手
二
分
ケ
｣
　
｢
菊
水
ノ
旗
二
流
｣
を

磨
か
せ
｢
閑
二
馬
ヲ
歩
マ
セ
｣
押
寄
せ
る
｡

⑦
三
十
万
騎
の
敵
陣
の
中
へ
｢
魚
鱗
懸
二
懸
入
'
東
西
南
北
へ
破
テ

通
り
'
四
万
八
面
ヲ
切
テ
廻
ル
｣

⑥
｢
散
力
味
方
カ
ト
タ
メ
ラ
ヒ
怪
ム
虞
ニ
｣

⑧
｢
ア
キ
レ
テ
陣
ヲ
成
カ
ネ
タ
-
｣

⑨
城
中
よ
-
｢
三
百
余
騎
鋒
ヲ
隻
テ
打
テ
出
'
手
崎
ヲ
マ
ワ
シ
テ
散

々
二
射
ル
｣

⑪
｢
東
傑
一
部
ノ
者
共
｣
は
捨
て
ら
れ
た
馬
･
物
具
に
よ
っ
て
'
｢
俄

二
徳
付
テ
ゾ
見
タ
リ
ケ
ル
｣

⑲
｢
大
勢
ナ
レ
ド
モ
僅
ノ
散
二
驚
騒
デ
｣
周
章
し
｢
蜘
ノ
子
ヲ
散
ス

ガ
如
ク
'
石
川
々
原
へ
引
退
ク
｣

⑭
｢
城
中
ニ
ハ
音
モ
セ
ズ
｣

⑯
｢
矢
ノ
一
筋
ヲ
モ
不
二
射
出
一
'
更
二
人
有
ト
モ
兄
へ
｣
ず
｡

⑯
｢
愚
ノ
外
ニ
シ
損
ジ
テ
'
初
度
ノ
合
戦
二
負
ケ
レ
バ
'
楠
ガ
武
略

侮
リ
ニ
ク
シ
ト
ヤ
思
ケ
ン
｣
城
の
東
方
へ
押
寄
せ
た
も
の
の
攻
撃

は
し
か
け
ず
｡

⑯
し
か
し
､
一
族
に
被
害
者
の
多
か
っ
た
本
間
･
渋
谷
勢
の
決
意
に

よ
っ
て
｢
我
モ
我
モ
ト
馳
向
ケ
リ
｣
城
の
様
子
を
見
て
｢
何
程
ノ

事
力
可
レ
有
｣
と
侮
っ
て
｢
逆
木
ヲ
引
ノ
ケ
テ
打
テ
入
ン
｣
と
す
る
｡

⑯
｢
昨
日
ノ
如
ク
｣
に
な
る
事
を
懸
念
し
て
'
十
万
余
騎
を
｢
後
ノ

山
へ
指
向
テ
｣
'
二
十
万
騎
で
城
を
包
囲
す
る
｡
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㊥
｢
弥
菊
二
乗
テ
'
四
方
ノ
犀
二
手
ヲ
懸
'
同
時
二
上
越
ン
｣
と
す

る
｡

⑯
｢
寄
手
干
余
人
'
厭
二
被
レ
打
様
ニ
テ
'
目
許
ハ
タ
ラ
ク
虞
ヲ
｣

㊧
｢
七
百
余
人
被
レ
討
ケ
-
｣

⑳
｢
両
日
ノ
合
戦
二
手
ゴ
リ
ヲ
シ
テ
｣
遠
攻
め
に
す
る
｡

⑳
し
か
し
'
四
五
日
経
過
し
て
　
｢
後
マ
デ
モ
人
二
被
レ
笑
事
コ
ソ
ロ

惜
ケ
レ
｣
と
'
今
度
は
｢
持
楯
ヲ
ハ
ガ
セ
'
其
面
々
ニ
イ
タ
メ
皮

ヲ
嘗
テ
｣
攻
め
寄
せ
る
｡

⑳
釣
犀
を
警
戒
し
て
'
熊
手
で
犀
を
引
き
｢
既
二
被
二
引
破
一
ヌ
ベ
ウ

兄
へ
ケ
ル
虞
ニ
｣

⑳
即
死
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
'
二
三
百
人
が
負
傷
す
る
｡
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別
　
表
(
-
)

イ
　
｢
陶
山
二
郎
高
通
｣

の
｢
二
郎
｣
｢
通
｣
を
消
し
｢
藤
蔵
義
｣
　
と
傍
書
す
る
｡

ロ
　
｢
陶
山
ガ
｣
の
｢
陶
山
｣
と
｢
ガ
｣
と
の
間
に
｢
藤
蔵
｣
を
傍
書
す
る
｡
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